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2023年度（春学期）国際関係論専攻 調査研究助成 調査・研究報告書 
 
受給者：小柳眞理 
所属：上智大学大学院博士前期課程 グローバル・スタディーズ研究科国際関係論専攻 
研究課題：日系移民にみる福島ディアスポラと自己認識—福島県人会と震災支援を通して 
 
研究背景および研究意義 
日本からの集団移民は明治元年、ハワイから始まった。その後、アメリカ、ブラジル等へ

と展開し、日系人は世界中に 300 万人以上いる（外務省）とみられている。移民を多く輩出
したのは主に山口や熊本、沖縄など西日本以南だが、その中で福島からは東日本で最多、全
国では７番目に多い 2万 8000人の移民が北米や南米に移住している。移民開始が遅い「後
発組」で言語的（方言）にも差異があった福島県人の海外移動前後の様相は、西日本の移民
とは様相が大きく異なっている。しかし、後発組かつ日本人の中で少数派であった「東日本
からの移民」は日系人研究において中心的な位置づけではなく、研究例も非常に少ない。 
本研究は、福島をルーツに持つ日系人の歴史を踏まえた上で、ハワイの福島系日系人でつ

くる団体の活動に着目し、日系人が祖先の故郷である「福島」をどのようにとらえているの
か、その様相と要因を探るものである。海外の「福島ディアスポラ」の一つの例に着目する
本研究により、実際的で、動的なディアスポラ集団の存在とその様相をとらえることが可能
となる。また、日系人研究という点でも本研究は、これまであまり着目されてこなかった東
日本からの移民に焦点をあてることで、日系人のもつ多様性の提示を試みるものである。 

 
現在までの調査で明らかになったこと 
本年度の調査は２回実施した。１回目が、2023 年 4 月に、ホノルル福島県人会が福島を

訪れた「ふるさとツアー」への同行調査と関連史跡訪問、２回目が、2023 年 10 月にホノル
ルで行われた「ホノルル福島県人会 100 周年記念式典」の観察と文献調査である。これら
の調査を通して、福島系日系人で作る県人会が、意思を持って福島との紐帯を保ち続けてき
たこと、今はなくなってしまった帰還者による団体「福島ハワイ会」を通じた情報の往来が、
戦後復興期に非常に活発であったことが確認できた。また、式典に参加した福島県知事のス
ピーチなどを通して、東日本大震災が福島県と日系人との関係性にもたらした変化も確認
することができた。 
まず、４月に行われた「ふるさとツアー」では、福島音頭を通した日本とハワイの人々の

交流の様相を観察し、併せてツアー参加者にインタビューを実施した。移民がハワイに伝え、
現在は Fukushima Ondo と横文字で表され親しまれている福島の盆踊りを踊り、郷土料理
の芋煮を囲みながら英語と日本語で談笑する様相や彼らのインタビューから、個々人の認
識の差はありながらも、こうした交流がルーツに対する個人の認識をより鮮明化し、福島と
いう「ふるさと」の認知につながっていることが確認できた。また、今回のツアーでは、94
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歳の日系２世の女性が生まれて初めて福島を訪れ、福島県二本松市に住む親せきとの対面
が実現した。この 100 年越しの再会を、戸籍をたどり、交渉をしたのが福島県人会であり、
94 歳の女性はインタビューに対し、県人会に対する感謝と、会のメンバーであったことの
意義を語った。彼女の語りやそれまでの経緯などから、県人会の意義を日系人がどのように
認識しているかを確認することができた。 
 ４月には、ツアー同行後、福島移民の父と呼ばれる勝沼富造の出身地・福島県三春町も訪
れ、自由民権運動家・河野広中の出身地である三春町の歴史や移民との関係などを確認した。
ちょうど自由民権運動をテーマにした展示も行われており、福島からの移民と自由民権運
動の関係性や時代性を理解することができた。 
 2023 年 10 月のホノルル調査では、300 人あまりが集った式典の様相や県人会会長、福島
県知事のスピーチなどから、福島県が県人会を「応援団」と認識し、風評被害の払しょくや
海外からの観光客増加への協力などを強く期待していることが明らかになった。また、会場
には、日系１世たちのプロフィールつきの写真帖の英訳版が福島の地図とともに展示され、
日系人が自身のルーツの手がかりを確認しようとブースに集まる様子が印象的であった。
式典の中のスピーチ、福島の郷土芸能の披露、全員で踊る福島音頭などを通して、福島とハ
ワイの福島系日系人の一体感が演出される様相は、移民が、父祖の地との紐帯を認識する契
機のありようについての示唆を与えてくれるものであった。 
ホノルル滞在中、県人会のご厚意で、昭和 30 年代から 50 年代に書かれた手書きの内部

資料（役員会議事録）を特別にお借りすることができた。達筆な日本語で書かれた議事録に
は、戦時中に活動休止を余儀なくされた県人会がどのような思いで再結成し、荒野となった
郷里の福島をどのように支援していったのかなどが詳細に記録されていた。日本語で書か
れていたこともあってこれまで完全に手つかずの、非公開の資料であり、本研究にとって大
変、大きな収穫であった。ハワイ大学では福島ハワイ会の初代会長の岡崎仁平氏の記録など
も入手できた。福島からハワイに移動した後にパイナップル栽培事業に挑戦し、最終的には
台湾に移動しパイナップルの専門家として活躍し、日本政府も彼の知識に頼った様子が明
らかになり、福島系移民のダイナミックな移動と、福島系移民の志を知ることができた。 

 
今回の調査を通じ、県人会が、移民が「福島」というルーツの存在を認識し続ける上で具

体的にどのような役割を担っているのか、福島との紐帯は過去、どのように保たれてきたの
か、震災後に福島県は日系人をどのように位置づけ、日系人はそれにどう応じたのかなどが
明らかになった。福島県は東日本大震災後、日系人を、ふるさと・福島の復興にとって重要
な「応援団」と位置付け、非常に重視し、大切な存在と感じているのである。 
現在、今回のフィールドワークを含む一連の調査、文献の確認、インタビューなどを精査

しており、今後、論文の完成に向けて執筆を進める予定である。 
 


